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１．高大接続改革の目的と背景（１）	

【目的】　時代の大きな転換期にあたって、とくに
高等学校教育と大学教育を、未来に生きる人た
ちのための「新しい学び」に転換すること。	
【背景】	
1.  世界では、経済のみならず、社会・政治・安全保障・

科学技術・医療等への観点が２０世紀とはまったく異
なる時代がひらけている。	

2.  国内では、若年人口の急減（1993年～）、高等学校
新卒就職者数の激減（1993年～）、労働生産性の低
下（2004年～　G7最下位）が起こっている。	

3.  今の若い世代、子どもたち、これから生まれる子ども
たちが生きていく「未来社会の構図」を描かなければ
ならない。	
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高大接続改革の目的と背景（２）	

5.  高大接続改革は「未来に生きる人たちのための教育」
を実現するための最大の歩みである。	

6.  その歩みは、「新しい学びのかたち」の実現をもたらす。	

7.  「情報」の概念を社会の基盤とする時代がひらけてい
る。「情報」の概念の基礎には「主体性」、「インタラク
ション」、「学び」がある。	

	
課題：　十分な知識・技能をもち、それを活用できる思考
力・判断力・表現力を臨機応変に発揮でき、主体性をもっ
て多様な人々と協力して学び、働く力が身につく教育の機
会をすべての子どもたちが持てるようにするにはどうすれ
ばよいか？	
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高大接続改革へのステップ	
1.  中教審「大学教育の質的転換」答申（2012.8）	

2.  第２期教育振興基本計画（2013～2017）	

3.  教育再生実行会議 第四次提言（2013.10）「高等学校教育と大学
教育との接続・大学入学者選抜の在り方について」	

4.  中教審「高等学校教育・大学入学者選抜・大学教育の一体的改
革」答申（2014.12）	

5.  高大接続改革実行プラン（文部科学省策定）（2015.1）	
6.  高大接続システム改革会議「最終報告」（2016.3）	
7.  中教審　学習指導要領改訂等についての審議まとめ（2016年中）

同答申（2017.3）　（初中分科会教育課程企画特別部会による議
論を経て）	

8.  高大接続改革実施方針（2017.3）	
9.  第３期教育振興基本計画（2018～2023）	
10. 高等学校基礎学力テスト（仮称）（2019；プリテスト2017～）	
11. 大学入学希望者学力評価テスト（仮称）（2020；プリテスト2018～）	
12. 新学習指導要領（小2020, 中2021, 高2022～2024）	
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①高等学校教育改革:　受け身の学習から能動的学習への転換	
　 次期学習指導要領改訂　学習方法・学習評価の記述を導入　	
　 歴史総合、地理総合、数理探究、公共等の科目導入、英語、	
　 情報等の科目内容更新。	
			
②高等学校基礎学力テスト（仮称）の導入:　高校の多様性に対	
　 応した知識・技能、思考力・判断力・表現力の涵養、生徒自身	
　 の学習改善、学校の指導改善。	
			
③大学入学希望者学力評価テスト（仮称）の導入:　個別大学の	
     入学者選抜における多角的評価に資するよう、十分な知識・	
					技能、十分な思考力・判断力・表現力などを評価。	

			
④個別大学における多角的評価による入学者選抜:		受検者の活	
    動経歴評価方法の改善、高校調査書の改革、面接・集団討論	
				方法の改善、小論文等の評価方法の改善、大学入学希望者	
				学力評価テスト（仮称）の導入、大学認証・評価制度の改革。	
⑤大学教育改革:　大学の多様性に対応したディプロマ・ポリ	
　 シー（卒業時の能力）、カリキュラム・ポリシー（教育内容）、アドミッ	
　 ション・ポリシー（入学条件）の一体的実施　大学認証・評価制度の	
				改革。	
	

⑤	



社
会
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動
・
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事

知識・技能	 思考力・判断力・表現力	 主体性・多様性・協働性	

�
高等学校�
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（仮称）�

知識・技能	 思考力・判断力・表現力	 主体性・多様性・協働性	

大学入学者選抜の�
ための仕組み�

高校教育の質の確保・�
向上のための仕組み�

高大接続改革	
知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性・多様性・協働性	

高校段階における学習成果を把握するための	
参考資料の一部として活用可能	

各大学における個別選抜�
（小論文、プレゼンテーション、	

集団討論、面接、推薦書、	
調査書、資格試験等）	

大学入学希望者�
学力評価テスト�
（仮称）�

入学者選抜へ	
の活用	
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大学教育	

高等学校教育	



【具体的課題】	
1.  高等学校の教育方法・学習評価方法（次期学習指導要領）	
2.  各教科・科目についての課題	
•  国語、地歴公民、理数、英語、情報 ・・・	
•  新科目案（検討中）： 歴史総合、地理総合、公共、数理探究	
•  科目内容更新（検討中）： 国語（文章構成など）、歴史（歴史的思考力の涵養）、英語 （ラ

イティング、スピーキングなど）、情報（問題発見・解決能力の涵養など）	
3.  「高等学校基礎学力テスト」と実施方法	
4.  高等学校教員の研修・養成とその方法	
5.  高等学校指導要録・調査書の改訂	
6.  「大学入学希望者学力評価テスト」と実施方法	
7.  テスト運営主体の組織化	
8.  個別大学における多角的評価による入学者選抜の目的・支援	
9.  個別大学における３ポリシーの具体的設定	
10.  大学認証・評価制度の改革	
11.  ２つのテストの実施体制、受検料・試験場への旅費・その他の受

検者支援経費	
12.  改革全体の実施予算（平成28年度予算確定済み）	
13.  その他	
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高大接続改革の検討・実施体制	
（「高大接続改革の検討・実施体制について」文科省報道発表2016.4.28より）	

•  「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の実施方
針を2017初頭に策定・公表予定	

•  「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の
実施方針を2017初頭に策定・公表予定	

•  個別大学の入学者選抜の改善に向けた入学
者選抜の実施に係る新たなルールの策定や
調査書等の改善	

•  新テストの実施主体	
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高大接続改革の検討・推進体制について	
（2016.4.28文科省報道発表より）	
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高等学校教育（例）	
次期学習指導要領改訂　社会に開かれた教育課程へ	

文部科学省高大接続システム改革会議 2016.3.11	資料より;	以下同様	
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高大接続改革　	
（思考力・表現力の
養成に向けた高等

学校教育の例）	
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高大接続改革　（大学教育部分の例）	
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誰でもオンラインで学べる学習環境が世界で拡大中	
（Massive	Open	Online	Courses:	MOOCs）	

1.  学びたい人は誰でも、いつでもどこでも自分のペー
スで学ぶことができる。（発展途上国などで学ぶお
金や質の高い教育を受ける機会のない人たちも）	

2.  学んでいる人は誰でも、学びの内容を共有し、議論
することができる。	

3.  知識を広めたい人は誰でも、広める手立てを持つ
ことができる。	

	
Ø Khan	Academy	
Ø edX	(Harvard/MIT)	
Ø Stanford	Online	Courses	
Ø Keio	University	SFC-GC	(Global	Campus)	
Ø Others	
	 ©Yuichiro	Anzai	
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教育再生実行本部ヒアリング資料2013.2.7	より	



教育へのデジタル革命のインパクト	

1.  今の数十倍の高速ネットワークを子どもでも使える環境が
得られる ⇒最先端技術なら今の1000倍以上すでに実現。
ここでは「誰もが」使えるという意味。	

2.  世界第一級の知識がどこでも得られるようになる⇒知識
の意味が変わる。	

3.  情報サービスが暮らしの奥深くまで入ってくる⇒誰でもど
こでも学べる時代になる。	

4.  あらゆるものがデジタル端末化してつながる⇒教科書、
教材、参考資料、ノートなどがネットワーク化できるように
なり、主体的な学習が容易になる。	

5.  心や脳のはたらきに合ったデジタル端末が開発される⇒
認知科学の成果を教育に取り込むヒューマン・コンピュー
タインタラクションの先端技術が導入される。	

6.  教育現場もＩＣＴで「一人ひとりの生涯に最良の教育を」に
なる⇒認知科学の成果が教育方法に反映されるようにな
る。	

7.  その他	 17	©Yuichiro	Anzai	『「デジタル脳が日本を救う―２１世紀の開国論』（講談社,2010）より	



新しい教育を支えるデジタル技術開発	
1.  デジタルコンテンツの拡充と知的財産権問題のクリア	
2.  デジタルコンテンツのオーサリング標準化	
3.  多様な汎用基本ソフト・ネットワーク環境に適合したコンテンツ

技術の開発	
4.  高速無線ＬＡＮ環境などの開発	
5.  ヒューマンインタフェース技術、端末技術の抜本的改革（とくに

子ども向け）	
6.  人間の思考・学習機能に適合したインタラクティブ・デジタル教

材とインタフェースの開発	
7.  思考と学習の認知過程に関する基礎研究の推進	
8.  デジタル教材の評価方法の開発	
9.  授業におけるデジタル技術の活用法の開発	
10.  校務の情報化、学習履歴記録のシステム化などの（セキュリ

ティを含む）ソリューション改革	
11.  デジタル技術をベテランや新任教員が身につける環境の開発	
12.  特別支援教育用インタフェース技術・コンテンツ技術の開発	
13.  「新しい教育を支えるデジタル・コミュニティ」の創造	
14.  その他	 ©Yuichiro	Anzai	 18	



大学	

ナレッジ・ソース・モデル	

大学と社会の関係	

社会	

　　大学	 　　　　　社会 	

大学と社会の相互作用 	ナレッジ・インタラクション・モデル	

ナレッジ＆スキル・グローバライゼーション・モデル	

ナレッジ・ソースとしての大学	

知を共有するグローバルコミュニティの中の大学	

 
 
 
 

　　大学	 　　　　社会 	

自分で考え、自分で行動することのできる力	
一人でも多くの人と幸福を分かち合う仕事をすることのできる力	
学び続けることのできる力	
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新しい「学び」のかたち	

•  基礎知識・技能の獲得	
•  思考力・判断力・表現力の育成	
•  主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度の

養成	
•  学びの方法：一斉授業、協働学習、個別学習、・・・	
•  学びの場：教室、校内、校外（家庭、地域、国

外・・・）、ユビキタス・・・	
•  学びの道具：教科書、教材、副教材、ノート、宿題、

コミュニケーション（⇔教員、⇔生徒、⇔その他）、
記録とその利用（ポートフォリオ・・・）、ICTの利活
用・・・	
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直接のコミュニケーションと	
ネット上のコミュニケーションの違い	

•  知覚情報の質と量	
•  意識下の情報処理	
•  共有される情報の質と量	
•  記憶・思考の方略	
•  連帯の強さ	
•  その他	
　　　ex.	Dumbar’s	number,	pha\c	communion,		
															Facebook	
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安西『心と脳－認知科学入門』より	



思考力・判断力・表現力とは何か？	
例：「書く力」の中に含まれる「力」	

1.  書くべき内容についての思考　（←主体性）	
2.  書くべき内容についての探索、自発的質問、抽出、判断　（←主体性）	
3.  書くべき内容についての表現　（←主体性）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
4.  書くべき内容についての経験　（←多様な人々との協働）	
5.  読み手についての理解と感性　（←多様な人々との協働）	
6.  書くべき内容についての知識	
7.  単語、文、文章などの読みと理解	
8.  身体動作	
9.  書くための技能	
10.  その他	
•  「書く力」、「話す力」は、「読む力」*、「聞く力」に比べ、はるかに能動的な力を含む。	
•  「書く力」は、「読む力」*を含み、さらに「創造力」や「産出力」を含む。	
•  「書く力」は、一部分に「社会性」の能力を含む。	
•  「話す力」は、相当部分に「社会性」の能力を含む。	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*いわゆる「読解力」を含む。	©Yuichiro	Anzai	
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「ことばの力」を鍛える	

•  知識と経験	
•  思考力、判断力、表現力	
•  主体性、多様性、協働性	
•  社会性のはたらき	
•  認知・言語のはたらき	
•  情動のはたらき	
•  身体のはたらき	
•  その他	

【参考１】　言語活動、言語運用能力	
【参考２】この報告書では、言語力は、知識と経験、論理的思考、感性・情緒等を
基盤として、自らの考えを深め、他者とコミュニケーションを行うために言語を運
用するのに必要な能力を意味するものとする。「言語力の育成方策について」よ
り（文部科学省言語力育成協力者会議報告書 2007.6）	
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　ことばの力が本当に必要なとき	
　ことばは心の底から生まれてくる	

そうなるためには、いつも次のことを心がける	
	•  他人の立場や痛みを自分の心に感じる。	

•  どう話したら、どう書いたら、これから何が起こり得るか
を予測する。	

•  発話文脈全体にわたるいろいろな情報に注意する。	
•  読み手、聴き手が理解しやすい、呼吸、リズム、音韻、

単語、文法、文体を使ってみる。	
•  自分の経験、知識、使える語彙を豊かにすることを心

がける。	
•  自分の言うこと、書くことを、自分の心で聴き、読む。	
•  自分の責任と覚悟をもって言う、書く。 

	 2014.4.21	大学1年生向け講演「ことばの力が必要なとき」より	
©Yuichiro	Anzai	 24	
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「問題設定力」と「合理的思考力」を鍛える	



「情報を鵜呑みにしない力」を鍛える	

•  正しい情報かどうかを吟味する。	
•  意味のある情報かどうかを吟味する。	
•  信頼できる出所からの情報かどうかを吟味する。	
•  その情報に対して「なぜ」、「だから」を問うてみる。	
•  その情報を、違うことばを使って要約してみる。	
•  その情報の例をあげてみる。	
•  その情報と類似の情報を自分で考えてみる。	
•  その情報についての自分の考えを人に話したり

書いたりしてみる。	
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NHKニュース	
	2015.12.22	16:40	
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次世代の人工知能技術に関する	
合同シンポジウム	

2016.4.25	（東京 科学未来館）	

人工知能技術	
戦略会議の発足

（2016.4.18）	 ©Yuichiro	Anzai	
28	



　「多角的思考力」、「チーム力」、「実践力」を鍛える	

1.  本当の目標を見出す　（目標を探し、共有する）****	
2.  正確な情報を求める    （情報を出し合い、共有する）　 	
3.  合理的な分析を行う　  （分析の方法を出し合い、共有す

る）	
4.  新しい仮説を立てる　（仮説を出し合い、共有する）	
5.  批判的に検証する （検証の方法を出し合い、共有する）	
6.  多角的に評価を行う　（お互いに評価し合い、共有する）	
7.  勇気をもって実践する　　（実践し合い、共有する）	
の7つが関連し合っていることを知るとともに、７つを一緒に
考え、実践に使えるようになる力を身につける。	
　　　　　　　　　　　　　　　　	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　****	（　）内はチームで学ぶ場合。	
　	
（2020年小学校4年生の授業実践例　『「デジタル脳」が日本を救う―２１世紀の開国論』より）	
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「歴史的思考力」を鍛える	

例えば、文章や年表、地図、図表等の資料か
ら、歴史に関する情報を整理し、その時代の
人々が直面した問題や現代的な視点からの
課題を見いだし、その原因や影響、あるいは
解決策等についての仮説を立て、諸資料に基
づき多面的・多角的に考察し、その妥当性を
検証して考えをまとめ、根拠に基づき表現する
力などが考えられる。	
　　　　　　（「歴史的思考力」とは　日本学術会議より）	
　　　　　　　　　　　　　　　（文科省「高大接続システム改革会議」資料）	
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From	McDougal	Li,ell	Modern	World	History:	Pa,erns	of	Interac:on	

Sec\on	1:	批判的に読む	
•  中心となる考え（main	ideas）を決

定する（determine）	
•  時間の順序に沿う	
•  明確にする（clarify）、要約する	
•  問題（problems）は何か、その解

答（solu\ons）は何かを特定する
（iden\fy）	

•  原因を分析する、結果を認識する	
•  比較する、対照する	
•  意見と事実を区別する	
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Sec\on	2:	高次の批判的思考	
•  カテゴリー化する	
•  推論する	
•  結論を導く	
•  歴史に関する展望（historical	

perspec\ves）を拓く（develop）	
•  歴史に関する疑問を定式化する	
•  予測する	
•  仮説を立てる	
•  動機（mo\ves）を分析する	
•  イシュー（issues）を分析する	
•  バイアス（biases）を分析する	
•  意思決定（decisions）や行動軌跡

（courses	of	ac\on）を分析する	
•  意見を形成する（form）、意見を支

持する（support）	
•  合成する（synthesizing）	

イギリスのGrade9-12向け「世界史」教科書の付録にある	
セルフガイドに書かれている項目（１）	



Sec\on	4:	プレゼンテーションを創る
（create）	
•  社会科に向けた文章を書く（wri\ng	

for	social	studies）	
•  地図を創る	
•  図表やグラフを創る	
•  データベースを創り、使う	
•  モデルを創る	
•  研究の概要（research	outlines）を創

る／解釈する	
•  口頭での（oral）プレゼンテーションを

創る	
•  文書による（wriben）プレゼンテー

ションを創る	
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Sec\on	3:	証拠（evidence）を集める
（explore）:	印刷物（print）,	視覚的
（visual）,	技術的（technological）情
報源（sources）	
•  一次、二次情報源を分析する	
•  視覚的、聴覚的、マルチメディア

情報源	
•  インターネットを使う	
•  地図を解釈する（interpret）	
•  図表（charts）を解釈する	
•  グラフを解釈する	
•  政治漫画（poli\cal	cartoons）を解

釈する	

イギリスのGrade9-12向け「世界史」教科書の付録にある	
セルフガイドに書かれている項目（２）	



思考力・判断力・表現力を構成する諸能力の例	
（各項目重複あり；項目立ての多くはPISAを参考）	

①  言語：　読解、要約、文章構成、文脈に応じた適切な表現、コミュニ

ケーション、その他。	
②  数：　統計的思考、論理的思考、図・表・グラフなどを描く・読む、そ

の他。	
③  科学：　モデルを構成して説明する、抽象化する、内部状態を推定

する、計画を立てる、大ざっぱに推測する、合理的に予測する、そ
の他。	

④  社会：　合理的思考、的確な例示、歴史や社会の複雑な現象から
問題を端的に把握する・議論を焦点化する、矛盾点を明確にする、
原因と結果／手段と目標の構造を見出す、その他。	

⑤  問題発見・解決：　仮説を立てて推論する、多くの例から共通性を
見出す、答えのない問題に答えを見出す、問題の構造を定義する、
文脈に応じて問題解決の道筋を定める、計画を立案して実行する
力、振り返り、その他。	

⑥  情報の活用：　的確な情報を収集する、情報を整理して体系化す
る、情報を的確に表現し、伝達する、映像・グラフィクスなどを活用
する、その他。	

⑦  その他	
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※必ずしも⼀⽅通⾏の流れではない�

結果に基づ
く推論�

問題発⾒･解決に必要な情報の収集･蓄積�

問題発⾒･解決に必要な新たな知識･技能の獲得�
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の構成、表現�

必要な情
報の選択�

問題の明確化�
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⽐較・選択�

解法や計画の�
評価・選択・決定�

知識や情報に基づく
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抽出した情
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問題の理解�

関連する知
識や情報の
検索�

結果の予測� 次の問題解決
に向けた推論�

検 討 中�

結論に関する�
意思決定�

結論に基づく�
意思決定�

表現に関する外部
との相互作⽤、
フィードバック�

高大接続システム改革会議
（2015.7.13）資料より	
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推論（例）	

	

•  演繹推論*　前提条件の確認、規則の適用、結論の導出	
•  帰納推論　肯定的事例と否定的事例の収集、事例の一般化、

事例から前提条件と結論を結ぶ規則の導出	
•  発想推論（アブダクション、仮説生成推論）　結論の確認、規則

の適用、前提条件の発見	
•  類推推論　未知の問題の特定、既知の領域の発見、既知領域

から未知問題への構造写像の特定	
•  因果推論　原因としての現象（外的・内的）の特定、結果として

の現象（外的・内的）の特定、原因から結果への関係の特定	
	
　　　　　　*通常「論理的思考」と呼ばれる。「演繹推論」の結果は	
　　　　　　　推論の内容とは無関係に決まる。	
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•  帰属推論　結果としての現象（外的・内的）の特定、原因
としての現象（外的・内的）の発見、結果から原因への
関係の特定　（特定された結果に対する可能な原因は
一つとは限らない。）　（※帰属推論、発想推論、類推推
論、問題発見・解決（目標を達成する手段の発見）はす
べて仮説生成推論（結果・未知問題・目標等に対して適
切な原因・既知領域・手段等を発見（つまり仮説を生成）
する推論）であることに注意。）	

•  確率的推論・統計的推論　事前確率分布、事後確率、
条件確率等の推定、統計データからの定性的推論（例：
Fermi推定）、代表性バイアス（その他多様な思考バイア
ス）	

•  時間推論・空間推論・時空間推論　時間・空間・時空間
をパラメータとする上記の各推論（時間推論の例：進化
過程における系統樹の推定、空間推論の例：日本各地
の緯度、海岸線、山岳地、平野等の空間的関係からの
気候の推定、時空間推論の例：世界で並行して起こって
いる歴史上のできごとの関係についての推論、素粒子
の反応についての推論）	
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類推推論	
因果推論	
帰属推論	

1929年にアメリカで大恐慌が起こった。	
1930年に昭和恐慌が起こった。	
1932年に日本学術振興会が誕生した。	

	
					C’1										C’2																				C’n	
	
	
																			C1=E’1														C2																																														Cm	

	
	

																																																												E	
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類推推論・因果推論・帰属推論の例	

類推推論	
1.  フランスの市民革命、アメリカの独立戦争、中国の辛亥革命、日本の明治維

新に共通する点を一つ挙げて説明しなさい。また、明治維新が他のどれとも
異なる点を一つ挙げて説明しなさい。	

	
因果推論	
1.  明治時代になって武士が窮乏した結果として起こったと考えられることを一つ

挙げ、因果関係について論じなさい。	
2.  １９９０年代以降の急激な人口減少は、今後の日本にどのような影響を与える

と考えられるか。	
	
帰属推論	

1.  ヨーロッパ最大の問題の一つである難民の流入は、なぜ起こっていると考えら
れるか。	

2.  1967年に5ヵ国によって結成されたASEAN（東南アジア諸国連合）が1999年に
加盟10ヵ国になるまで30年あまりかかったのはなぜだと考えられるか。また、
1967年にEC（欧州諸共同体）が結成されてから1993年にEU（欧州連合）が発
足するまで25年あまりを要したのはなぜだと考えられるか。	
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判断・意思決定（例）	

•  無限個ないし未知の情報からの選択　無限個（有限
個でなく）の情報、あるいは未知の情報の中から適
切な情報を選択する判断	

•  合理的思考*　でき得るかぎりの情報抽出・収集と
知識・スキルを駆使し、制約条件をできるだけ特定
したうえで、最も適切と考える情報を、責任をもって
決定すること。	

	
　　　　　 *「合理的思考」は「論理的思考」（演繹推論）とは	
　　　　　　 まったく異なる。「合理的思考」は思考の内容に依存	
　　　　　　 するが「論理的思考」は思考の内容には無関係。	
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表現（例）	

•  表現の分類　内的表現と外的表現、身体表現と非身
体表現、言語表現と非言語表現、パターン表現と記
号表現（アナログ表現とデジタル表現）	

•  表現形態の種類　言語表現、視覚イメージ表現、聴
覚イメージ表現、ジェスチャ表現、芸術（絵画、音楽、
建築、工作、パフォーマンス、その他）表現、図・表・
グラフによる表現、記号・パターン・形・色・動きによる
表現、コンピュータプログラムによる表現、その他	

•  表現の選択と情報の構成	
•  情報の構成における情報間関係の特定	
•  言語表現と言語活動 　文章の構成、文章による表現、

言語以外の表現を含む構成・表現、発表や対話の場
での表現、コミュニケーション活動、その他	
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知識・技能の獲得（例）	

•  情報の抽出　混沌とした状況の中から、問題発見・
解決、推論・仮説生成等に必要な情報を発見するこ
と。問題発見・解決、推論・仮説生成等のプロセスの
中で行われる。	

•  情報の収集・蓄積と知識・技能の獲得　適切な情報
を既有の知識・技能やすでに収集・蓄積された情報
と関連づけて収集し、蓄積して、新たな知識・技能を
獲得すること。	

•  知識・技能の構造化・再構造化　さまざまな状況に
おける問題発見・解決、推論・仮説生成等に活用で
きるように、知識・技能を構造化し、さらに再構造化
を繰り返すこと。構造化・再構造化における情報間
の関係づけ。	 ©Yuichiro	Anzai	 41	



•  批判的思考　上記の問題発見・解決、推論・仮説生成、
学習・創造、表現・構成、判断・意思決定等のプロセス
や結果について、それまでと別の観点から再考・再評
価すること。	

•  振り返り、俯瞰　批判的思考に含まれる。	
•  協調問題発見・解決における会話、ディスカッション等

はメタ認知の機能を持つ。	
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メタ認知（例）	

インタラクション（例）	
•  内的情報と外的情報のインタラクション	

•  問題発見・解決、推論・仮説生成、表現・構成等のプ
ロセスの中での情報のインタラクション	

•  社会的な場でのインタラクション、コミュニケーション	

•  協調問題解決におけるインタラクション、コミュニケー
ション	

	


